


5 月 12 日（日）、「親子稲作体験 in あらぎ島（主
催：一般財団法人ふるさと開発公社・JAありだ）」
が行われました。天候に恵まれ、91 人の参加者
が農協職員の指導を受けながら田植えに挑戦。泥
まみれになりながらも、苗を一本一本植えていま
した。
今回の田植え体験で植えられた稲は、9月 8日

（日）に行われる稲刈り体験で収穫される予定で
す。

絶好のウォーキング日和となった 4 月 13 日
（土）、「棚田ウォーク in あらぎ島 2019 春」を開
催しました。
あらぎ島を経由し、清

し

水
みず

庵
あん

で名物スイーツ「あ
てがわ」を堪能したり、お食事処赤玉で郷土料理
の一つであるわさび寿司づくり体験をしたりしま
した。午後からは郷土の偉人である笠

かさ

松
まつ

左
さ

太
た

夫
ゆう

ゆ
かりの古民家ゲストハウス「笠

かさ

松
まつ

邸
てい

」でのんびり
くつろぎ、三田地区の蔵王権現社へ参拝し会式と
お餅まきに参加しました。
34 人の参加者には「わさび寿司ってこんなに
おいしかったんや！」「蔵王権現社のお餅まき楽
しかったよ」と、清水地域を楽しんでいただけた
ようです。
皆さまもぜひ清水地域にお越しください。

4

6

20 22

26

2 6

各イベントなどの詳細は、
☎ 52-2111 にご連絡いただくか、
【　】内の担当までお問い合わせください。
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4 月 29 日（月・祝）、有田川町と紀美野町にま
たがる生石高原で、行楽シーズンの到来を告げる
山開きが行われました。
標高 870mの生石高原は、なだらかな山頂一帯
がススキで覆われた大草原。秋には関西随一とい
われるススキの野原が黄金色の大海原のように輝
き、年間およそ 8万人が訪れます。

4月 30日（火・祝）、地域交流センター
「ALEC」で、令和に変わる瞬間を祝うカ
ウントダウンイベントを行いました。
イベントは平成ソングのカラオケ大

会や居倉健さん・槌谷知佳さんのライ
ブ、“ 有田川町大好き住民！ ” が登壇し
たトークイベント「アリトーーク」のあ
と、カウントダウンを実施。日付が変
わった瞬間、約 300 人の来場者はジェッ
ト風船を飛ばし、拍手で祝いました。
また、お笑いコンビ「わんだーらん

ど」の漫才ショーも行なわれました。“令
和最初の大抽選会 ” では、あらぎ島の米
100kg が景品として用意され、大いに
盛り上がりました。

4月 21 日（日）に明恵の里スポーツ公園グラ
ウンドで、大字および事業所対抗によるソフト
ボール大会を行いました（参加チーム・男子 10
チーム）。天満地区が優勝、３連覇を達成しました。

優勝：天満地区　　準優勝：賢地区
３位：北筋地区、田口地区
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藤田 イマヱさん（下湯川）（写真中央） 野田 房子さん（土生）（写真前列）

平畑 節子さん（田口）（写真前列中央） 後藤 喜美枝さん（上中島）（写真前列中央）

4月26日（金）、有田川町は一般社団法人地域再生・
ドローン利活用推進協会（RUSEA）と「災害時及び
平時におけるドローンを利活用した支援活動及び連
携協力に関する協定書」を締結しました。
災害時においては、上空からの被害情報の収集

や、赤外線カメラなどを用いた行方不明者捜索など、
また平時においては、町の魅力発信や各種業務でド
ローンを活用した支援を行っていただく予定です。
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０
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☎
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３
‐
５
３
５
１

団地名 所在地 戸数 月額家賃 備　考

徳田 徳田 1276 番地 3 1 戸 1万 0,600 円～ 2万 0,900 円
※きび住宅
昭和 49年（1974 年）建築、簡易耐火 2階建て
3DK・浴室・トイレ、床面積 52.9㎡

川合 川合 248 番地 2 1戸 1万 2,500 円～ 2万 4,600 円 平成 3年（1991 年）建築、木造 2階建て
3DK・浴室・トイレ、床面積 67.9㎡

楠本 楠本 417 番地 1戸 1万 2,000 円～ 2万 3,600 円 平成元年（1989 年）建築、木造 2階建て
3DK・浴室・トイレ、床面積 65.2㎡

小峠 清水 155 番地 1戸 1万 8,500 円～ 3万 6,400 円 平成 9年（1997 年）建築、木造 2階建て
3DK・浴室・トイレ、床面積 79.4㎡

清水 清水 366 番地 1 1戸 1万 3,500 円～ 2万 6,500 円 昭和 57年（1982 年）建築、簡易耐火 2階建て
3DK・浴室・トイレ、床面積 63.3㎡

清水 清水 816 番地 1 1戸 1万 7,200 円～ 3万 3,800 円 平成 6年（1994 年）建築、木造 2階建て
4DK・浴室・トイレ、床面積 79.3㎡

小原 清水 680 番地 1戸 1万 4,400 円～ 2万 3,400 円 昭和 63年（1988 年）建築、木造 2階建て
3DK・浴室・トイレ、床面積 71.8㎡

久野原 久野原 464 番地 1 1 戸 1万 6,700 円～ 3万 2,800 円 平成 6年（1994 年）建築、木造 2階建て
3DK・浴室・トイレ、床面積 78.1㎡

板尾 板尾 498 番地 2戸 0万 9,300 円～ 1万 8,300 円 昭和 60年（1985 年）建築、木造平屋建て
3DK・浴室・トイレ、床面積 54.4㎡

押手 押手 274 番地 1 1戸 1万 6,000 円～ 3万 1,400 円 平成 7年（1995 年）建築、木造 2階建て
3DK・浴室・トイレ、床面積 74.8㎡

●申込受付期間／ 6月 18日（火）～ 6月 28日（金）　　※役場開庁日時に伴う
●申込受付場所／建設課（吉備庁舎）または清水行政局建設環境室、各出張所
●その他
・入居には、所得制限など一定の規定があります。　　・家賃は、入居者の所得によって決定します。
・応募者が募集戸数を超えた場合は、条例の規定により、入居者を決定します。
※きび住宅（吉備地域）は、有田川町に住所を有し（直近 6カ月）、かつ本人を含めて 2人以上の親族（婚
約者を含む）で入居できる方が対象です。

問建設課・清水行政局建設環境室

町
営
住
宅
入
居
者
募
集

4

広告 広告に関するお問い合わせは、株式会社 和歌山毎日広告社（☎ 073-423-9291 FAX073-428-2403）



4 月 19 日（金）、地域における消防団員の必要性
と活動に理解され全従業員 72 人中 27 人が消防団
員として活動いただいている株式会社坂口製作所和
歌山工場（清水）が、この度、「有田川町消防団協
力事業所表示制度」の認定第 1号となり、中山正
隆町長（写真前列左から 5人目）から同社代表取
締役　坂口 清信さん（写真前列左から 4人目）に
表示証を交付しました。
消防団は、町民の生命や身体、暮らしの安全を守
る重要な役割を担っています。

保江 宗治さん（清水）（写真中段右端）
多年にわたり献身的に水防に従事し、著しい功

労があったことが評価され、有田川町水防団長の
保江宗治さんが、全国水防管理団体連合会から水
防功労者として表彰されました。
保江さんは平成 26年（2014 年）度から現在ま

で有田川町水防団長を務められ、台風・大雨災害
等の際に、水防団を指揮し、町民の安心安全に尽
力されています。

このコーナーでは、日常生活で使う手話を紹介します。
一緒にやってみましょう！
①
右手でこぶしをつくり、こめかみのあたりにあてて下ろす。
（「朝起きる」を表現）

手話にチャレンジ！
「おはよう」

②
両手の人さし指が向かい合うように立
て、軽く曲げる。
（「あいさつ」を表現）

※手話は、使う人やコミュニケーションをとる相手などによって異な
るため、ここで紹介している手話と違う表現を使うことがあります。
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有田川町の給与・定員管理の状況
1 総括
（1） 歳出額における人件費の状況
　　（普通会計決算）

2 職員の平均給与月額、初任給等の状況
（1） 職員の平均年齢、平均給料月額および平均給与月額の状況
　　（平成３０年（2018年）４月１日現在）

区　分

区分

大学卒

短大卒

高校卒

大学卒

短大卒

高校卒

大学卒

短大卒

高校卒

17万

15万

14万

17万

15万

14万

17万

15万

14万

9,200円

9,800円

7,100円

9,200円

9,800円

7,100円

9,200円

9,800円

7,100円

18万

15万

14万

5,800円

1,500円

9,200円

18万

17万

14万

3,700円

9,200円

7,100円

大学卒
総合

一般一　般
行政職

技　能
労務職

福祉職
および
消防職

有田川町 和歌山県 国

（注１）
（注２）
　　
（注３）

（注）一般行政職・技能労務職・福祉職・消防職いずれも同じ給料表を
　　使用しています。
                         

（注）職員手当としては、その他に、扶養手当、住居手当、時間外勤務
　　手当などがあります。

（注）退職手当の「1期の手当額」は4月1日現在の給料月額および支給率に
　　基づき、1期（4年＝48月）勤めた場合における退職手当の見込額です。

「平均給料月額」とは、職員の基本給の平均です。
「平均給与月額」とは、給料月額と毎月支払われる扶養手当、住居手当、
時間外勤務手当などの諸手当の額を合計したものです。
「平均給与月額（国ベース）」とは、国家公務員の平均給与月額には時間外
勤務手当等の手当が含まれていないことから、比較のため国家公務員と同
じベースで再計算したものです。

有田川町
和歌山県
国

41.6
43.7
43.5 

31万
33万
32万

5,800円
949円
9,845円

33万
37万
41万

8,171円
590円
940円

37万
41万

9,255円
2,871円
－円　　

歳
歳
歳

平均
年齢

平均給与
月額

（国ベース）
平均給料月額

一　般　行　政　職

平均給与月額

人件費
28億2,300万円
（18.7％）

期末・勤勉手当
4億6,033万4,000円
（24.6％）

人件費
28億2,300万円
（18.7％）

人件費以外
122億5,100万円
（81.3％）

人件費以外
122億5,100万円
（81.3％）

（参考）
平成28年度の人件費率（17.3％）

平成29年度
歳出額
150億
7,400万円

平成29年度
合計

18億3,651万
1,000円

期末・勤勉手当
4億6,033万4,000円
（24.6％）

職員手当
2億4,858万3,000円
（13.2％）

　　　　　　　　給料
11億6,564万9,000円
（62.2％）

（2） 職員給与費の状況
　　（普通会計決算）

（2） 職員の初任給の状況（平成３０年（2018年）４月１日現在）

区　分

28万

24万

3,900円

－円

3,300円

31万

30万

29万

5,000円

5,800円

1,000円

33万

32万

32万

8,700円

9,900円

3,400円

大　 卒

短大卒

高 　卒

経験年数
10年以上
15年未満

経験年数
15年以上
20年未満

経験年数
20年以上
25年未満

（3） 職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況
　　　　　　　　　　　　　（平成３０年（2018年）４月１日現在）

3 職員の手当の状況        
（1） 期末手当・勤勉手当（平成３０年（2018年）４月１日現在）

支
給
割
合

期末手当
勤勉手当
計

区　分
1.225月分
0.9月分
2.125月分

1.375月分
0.9月分
2.275月分

2.6月分
1.8月分
4.4月分

６月期

職制上の段階、職務の級等による加算措置
役職加算　5～10％加算措置の状況

12月期 計

4 特別職の報酬等の状況（平成３０年（2018年）４月１日現在）
町　長
副町長
教育長

70万円
58万円
54万円

給料月額

議　長
副議長
議　員

30万円
25万円
23万円

議　　員
報酬月額

町　長
副町長
教育長
議　長
副議長
議　員

2.6月分　×　給料月額　×　135％
 

役職加算

2.6月分　×　給料月額　×　110％
 

役職加算
期末手当

町　長
副町長
教育長

（算定方式） （１期の手当額）（支給時期）
70万円 × 在職月数 × 0.433
58万円 × 在職月数 × 0.258
54万円 × 在職月数 × 0.208

1,454万
718万
539万

8,800円
2,720円
1,360円

任期満了時
（通算可）
 

退職手当

5 部門別職員数の状況（各年4月1日現在、単位：人）
区　分

普通会計計

合　　　　計

平成29年
3
45
15
28
7
12
83
16
209
44
66
110
319
13
9
26
48
367

3
47
15
30
7
12
83
16
213
43
69
112
325
12
9
25
46
371

0
2
0
2
0
0
0
0
4
▲1
3
2
6
▲1
0
▲1
▲2
4

議　　会
総　　務
税　　務
農林水産
商　　工
土　　木
民　　生
衛　　生
小　　計
教　　育
消　　防
小　　計

水　　道
下 水 道
そ の 他
小　　計

一般行政
部　　門

特別行政
部　　門

公営企業等
会 計 部 門

平成30年
職　員　数 対前年

増減数

（2） 退職手当（平成３０年（2018年）４月１日現在）
支給率

勤続20年

勤続25年

勤続35年

最高限度額

その他加算措置

退職時特別昇給

19.6695月分

28.0395月分

39.7575月分

47.709月分

定年前早期退職特例措置　2～45％ 

なし 

24.586875月分

33.27075月分

47.709月分

47.709月分

自己都合 早期退職・定年
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々
子
育
て
に
戸
惑
う
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
か
？
ト
リ
プ
ル
P
（
前
向
き
子
育

て
）
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
発
祥
で
現
在
25

カ
国
以
上
で
実
施
さ
れ
て
い
る
プ
ロ
グ
ラ

ム
で
す
。
親
が
子
ど
も
の
問
題
を
ど
の
よ

う
に
見
て
い
る
の
か
や
、
問
題
を
解
決
す

る
た
め
に
ど
の
よ
う
に
関
わ
れ
ば
よ
い
の

か
を
知
り
、
自
尊
心
を
育
む
た
め
の
子
育

て
方
法
を
聴
い
て
参
考
に
し
ま
せ
ん
か
。

子
ど
も
と
一
緒
に
参
加
可
能
で
す
。

●
日
時
／
7
月
8
日
（
月
）
10
時
〜
11
時

30
分

●
場
所
／
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

●
対
象
／
町
内
在
住
で
子
育
て
中
の
保
護

者
（
父
母
・
祖
父
母
・
養
育
者
）

●
定
員
／
30
人
（
先
着
順
）

※
参
加
無
料

●
申
し
込
み

・
受
付
期
間
／
6
月
17
日
（
月
）
〜

・
受
け
付
け
方
法
・
場
所
／
健
康
推
進
課

へ
来
庁
ま
た
は
電
話

●
一
時
保
育
／
じ
っ
く
り
話
を
聴
き
た
い

方
は
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
内
の
一

時
保
育
の
利
用
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

一
時
保
育
の
利
用
に
は
、
事
前
に
登
録

と
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
９
０
‐
７
９
６
６

‐
１
６
９
７
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
健
康
推
進
課
（
金
屋
庁
舎
）

児
童
手
当
現
況
届

こ
の
届
け
出
は
、
児
童
手
当
を
受
け
て

い
る
方
の
前
年
の
所
得
状
況
と
6
月
1
日

現
在
に
お
け
る
児
童
の
養
育
状
況
を
把
握

し
、
引
き
続
き
受
給
要
件
が
あ
る
か
ど
う

か
を
確
認
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

届
け
出
を
忘
れ
る
と
、
手
当
が
受
け
ら

れ
な
く
な
り
ま
す
。
記
載
事
項
・
添
付
書

類
な
ど
を
ご
確
認
の
う
え
、
6
月
28
日

（
金
）
ま
で
に
お
届
け
く
だ
さ
い
。

受
給
者
の
方
に
は
案
内
文
書
と
現
況
届

を
送
付
し
ま
す
。
公
務
員
の
方
は
、
勤
務

先
で
の
手
続
き
と
な
り
ま
す
。

●
必
要
な
も
の

や
す
ら
ぎ
福
祉
課
（
金
屋
庁
舎
）
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おたっしゃさ～ん！
～これからも現役！いつまでも現役！～

さわやかサークル（脳の健康教室）に
参加しませんか？

小川上野「若葉会」

4



健康みちしるべ

6
月
４
日
か
ら
10
日
は
歯
と
口
の
健
康
週
間

歯
は
、
食
事
の
時
に
食
べ
物
を
細
か
く

嚙か

み
砕
き
消
化
し
や
す
く
す
る
だ
け
で
な

く
、
全
身
の
健
康
状
態
に
関
わ
る
た
く
さ

ん
の
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

歯
の
役
割

・
食
べ
物
を
嚙
み
砕
く

・
発
音
を
助
け
る

・
顔
の
形
を
整
え
る

・
体
の
姿
勢
や
バ
ラ
ン
ス
を
保
つ

・
表
情
を
つ
く
る

・
味
覚
を
豊
か
に
す
る

・
嚙
む
こ
と
で
脳
に
刺
激
を
与
え
る

な
ど
、
大
切
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

よ
く
嚙
む
こ
と
で
、
肥
満
予
防
や
胃
腸

の
働
き
を
良
く
す
る
・
脳
に
刺
激
を
与
え

る
な
ど
、
全
身
の
健
康
を
保
つ
た
め
に
歯

の
健
康
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

歯
の
本
数

成
人
の
歯
は
「
親
知
ら
ず
」
と
呼
ば
れ

る
第
3
大
臼
歯
4
本
を
加
え
る
と
32
本
に

な
り
ま
す
。
最
近
で
は
、
親
知
ら
ず
は
生

え
な
い
人
も
多
い
よ
う
で
す
。
乳
歯
は
全

て
生
え
揃
う
と
20
本
に
な
り
ま
す
。

歯
を
失
う
2
大
原
因
は

歯
周
病
と
む
し
歯
　

歯
周
病
と
は
、
歯
の
周
り
の
歯
周
組
織

に
炎
症
が
起
こ
る
病
気
の
総
称
で
す
。
炎

症
が
歯
肉
だ
け
に
留
ま
っ
て
い
る
状
態
を

「
歯
肉
炎
」、
炎
症
が
歯
槽
骨
や
歯
根
膜
に

ま
で
広
が
っ
て
い
る
状
態
を
「
歯
周
炎
」

と
い
い
ま
す
。
歯
周
病
は
サ
イ
レ
ン
ト

デ
ィ
ジ
ー
ズ
（
静
か
な
病
気
）
と
言
わ
れ

て
お
り
、
気
づ
い
た
時
に
は
か
な
り
進
行

し
て
い
る
こ
と
が
多
い
で
す
。

む
し
歯
は
、
口
の
中
に
あ
る
ミ
ュ
ー
タ

ン
ス
菌
と
い
う
細
菌
に
よ
っ
て
歯
が
溶
か

さ
れ
て
い
く
病
気
で
す
。

一
生
、
自
分
の
歯
で
お
い
し
く
食
べ
る

た
め
に
は
、
歯
を
1
本
で
も
多
く
健
康
に

保
つ
こ
と
が
大
切
で
す
。

セ
ル
フ
ケ
ア

・
歯
ブ
ラ
シ
で
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
を
し
て
い

る
人
は
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
し
っ
か

り
磨
い
て
い
る
つ
も
り
で
も
、
磨
き
残

し
が
あ
り
ま
す
。
歯
垢
の
た
ま
り
や
す

い
所
は
、
歯
と
歯
の
間
、
歯
と
歯
ぐ
き

の
境
目
、
奥
歯
の
嚙
み
合
わ
せ
の
部
分

で
す
。

・
せ
っ
か
く
歯
を
磨
い
て
も
、
古
く
な
っ

た
歯
ブ
ラ
シ
で
は
歯
垢
を
し
っ
か
り
落

と
せ
ま
せ
ん
。
歯
ブ
ラ
シ
の
交
換
時
期

は
磨
き
方
や
磨
く
頻
度
に
よ
る
が
、
1

カ
月
を
目
安
に
交
換
す
る
方
が
良
い
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

・
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
に
加
え
て
、
フ
ロ
ス
や

歯
間
ブ
ラ
シ
を
使
う
と
歯
垢
の
除
去
率

が
高
く
な
り
ま
す
。

歯
周
疾
患
検
診
の
受
診
を

対
象
年
齢
に
な
る
方
は
、
歯
周
疾
患
検

診
を
無
料
で
受
診
で
き
ま
す
。

●
対
象
年
齢
／
今
年
度
40
歳
・
50
歳
・
60

歳
・
70
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
る
方
（
対

象
に
な
る
方
に
は
、
対
象
年
齢
の
誕
生

日
を
迎
え
た
月
の
翌
月
に
受
診
券
を
送

付
し
ま
す
）

●
費
用
／
無
料

※
検
診
以
外
の
治
療
や
投
薬
に
必
要
と

な
っ
た
費
用
は
自
己
負
担

受
診
で
き
る
医
療
機
関
は
、
和
歌
山
県

歯
科
医
師
会
に
加
盟
し
て
い
る
歯
科
医
院

で
す
。
詳
し
く
は
歯
科
医
院
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

セ
ル
フ
ケ
ア
と
歯
科
医
院
で
の
定
期
的

な
検
診
で
健
康
な
歯
を
保
ち
ま
し
ょ
う
。

金
屋
庁
舎
健
康
推
進
課

清
水
行
政
局
住
民
福
祉
室

開設日時など

子育て悩み事相談 月曜日（要予約） 8時 30 分～ 17 時 15 分

子育て相談・ほっとルーム 
＆お外遊び 火曜日～木曜日 9時～ 11 時・13 時 30 分～ 16 時 30 分

あそびのひろば
●第 1・第 3金曜日／ 0～ 1歳半 
●第 2・第 4金曜日／ 1歳半～就学前 
※第 5金曜日はお休みです

10 時～ 11 時 30 分（9時 30 分受け付け開始） 

14 時～ 15 時（13 時 30 分受け付け開始）

「たまてばこ」さんの 
絵本の読み聞かせ

奇数月の第 1金曜日（午前の「あそびのひろば」）／ 0～ 1歳半
偶数月の第 2金曜日（午前の「あそびのひろば」）／ 1歳半～就学前

にこにこひろば 
（1歳半～）

●第 4水曜日（6月 26 日）10 時～ 11 時 
　※ 9時 30 分受け付け開始　※受け付け後、10 時まで自由遊び 
●内容／スタンプ遊び（汚れてもいい服装で来てね） 
●場所／金屋文化保健センター

●場所（にこにこひろば以外）／子育て支援センター（旧きび中央保育所）
　☎ 090-7966-7697・52-5474（ファクス兼用）

　ほっとルームでは自由に遊んでおしゃ
べりできる場所を、あそびのひろばでは楽
しいあそびを用意してお待ちしています。
　一緒に子育てを楽しみましょう！

食事は楽しく！
幸せな記憶が心に刻まれます

4

問

ちいさな駅美術館～ Ponte del Sogno ～

「もったいないばあさん　
かわをゆく」原画展
6/ 1（土）～ 6/30（日）
※最終日は 15:00 で終了
※ 6月 13 日（木）は臨時休館日

真珠まりこさんのおはなし会
日時／ 6月 8日（土）14:00 ～ 15:00
場所／ちいさな駅美術館
対象／幼児～小学生
定員／親子 50 組（先着順）
申し込み／ちいさな駅美術館で受け付け中

※定員になり次第受け付け終了
※電話申し込み可（☎ 52-2580）

真珠まりこさんと一緒に作ろう！
自分だけの水族館♪
日時／ 6月 9日（日）10:00 ～ 11:30
場所／金屋図書館
対象／ 3歳児～小学生低学年
定員／親子 20 組（先着順）
申し込み／金屋図書館で受け付け中

※定員になり次第受け付け終了
※電話申し込み可（☎ 32-5789）

6 月のイベント
■おはなしマラソン
①日時／6月 8日（土）10:30～（約30分間）
場所／金屋図書館

②日時／ 6月 1日（土）、15 日（土）
いずれも 10:30 ～（約 30 分間）

場所／ちいさな駅美術館
■おひざでだっこのおはなし会
日時／ 6月 11 日（火）10:00 ～ 11:00
場所／金屋図書館
■しみずおはなし会
日時／6月 22日（土）10：30～（約30分間）
場所／しみず図書室

申し込み不要
・参加費無料

6 月の移動図書館
6月 5日（水）　こころの医療センター　14:10～ 14:30
6月 7日（金）　八幡小学校　　　14:10～14:30
6月 7日（金）　西ケ峯小学校　　15:25～15:45
6月 12日（水）　安諦小学校　　　12:40～13:00
6月 13日（木）　鳥屋城小学校　　13:00～13:30
6月 18日（火）　小川小学校　　　13:00～13:30
6月 19日（水）　こころの医療センター　14:10～ 14:30
6月 21日（金）　石垣小学校　　　13:00～13:30
6月 21日（金）　西ケ峯小学校　　15:25～15:45

新着図書案内
■一般書
大統領に次ぐ　…………………　永瀬隼介／著
山海記　…………………………　佐伯一麦／著
方丈の孤月　………………………　梓澤要／著
鬼憑き十兵衛　…………………　大塚己愛／著
カゲロボ　…………………………　木皿泉／著
肖像彫刻家　……………………　篠田節子／著
落花　……………………………　澤田瞳子／著
崩壊の森　………………………　本城雅人／著
呪護　………………………………　今野敏／著
隠居すごろく　…………………　西條奈加／著
マリコを止めるな！　…………　林真理子／著
家族終了　………………………　酒井順子／著

■児童書
いまのわたしにできること　…　リサ・パップ／作
嵐をしずめたネコの歌　…　アントニア・バーバー／作
ガムじいさん、ゴブリンの王さまになる！？　…　アンディ・スタントン／作
どうぶつたちのうた　…　中新井純子／絵　二宮 由紀子／文
あるくくま　…　祖敷大輔／絵 谷川 俊太郎／文 
みんなのおばけずかん　…………　斉藤洋／作
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6 月 4日（火）
8:00 ～ 8:30　大谷公民館

特定・胃・大腸・胸部・前立腺・乳房

9:30 ～ 10:00　水尻公民館

特定・胃・大腸・胸部・前立腺・乳房

6 月 14 日（金）

8:00 ～ 8:30　久野原消防詰所

特定・胃・大腸・胸部・前立腺・乳房

9:30 ～ 10:00　安諦地区基幹集落センター

特定・胃・大腸・胸部・前立腺・乳房

6 月 16 日（日）

8:00 ～ 9:00　金屋文化保健センター

特定・胃・大腸・胸部・前立腺・乳房

6 月 24 日（月）

8:00 ～ 8:30　下湯川ふるさと村

特定・胃・大腸・胸部・前立腺

9:30 ～ 10:00　三田活性化センター

特定・胃・大腸・胸部・前立腺

6 月 30 日（日）

8:00 ～ 9:00　旧城山西小学校体育館

特定・胃・大腸・胸部・前立腺・乳房・子宮

6 月 5 日（水）・7月 3日（水）

■場所／金屋文化保健センター

6月 3日（月）清水保健センター

6 月 6 日（木）金屋文化保健センター

6 月 13 日（木）金屋文化保健センター

6 月 20 日（木）金屋文化保健センター

6 月 27 日（木）金屋文化保健センター

7 月 1 日（月）清水保健センター

7 月 4 日（木）金屋文化保健センター

4 カ月児健診［平成 31 年（2019 年）2月生まれ］

　6月 25 日（火）13:00 ～ 13:15

10 カ月児健診［平成 30 年（2018 年）7月生まれ］

　6月 04 日（火）12:30 ～ 12:45

1 歳 6 カ月児健診［平成 29 年（2017 年）10 月生まれ］

　6月 19 日（水）12:45 ～ 13:00

2 歳児健診［平成 29 年（2017 年）3月生まれ］

　6月 26 日（水）12:45 ～ 13:00

3 歳 6 カ月児健診［平成 27 年（2015 年）11 月生まれ］

　6月 12 日（水）12:45 ～ 13:00

■　場所／金屋文化保健センター

6月 3日（月）・7月 1日（月）

■場所／清水保健センター
実施時間

9:00～11:00

実施時間

9:00～
11:00

実施時間

9:00～11:00

健診の結果の見方が分からない方、結果説明会に参加
してみませんか？

①日時／6月18日（火）13:30～15:00（13:15～ 受け付け）
場所／金屋文化保健センター
内容／健診結果の見方説明、いきいき百歳体操体験

②日時／7月7日（日）13:30～15:00（13:15～ 受け付け）
場所／きび保健福祉センター
内容／健診結果の見方説明、野菜ソムリエによる「健
康長寿につながる食生活」についての講話

※①②ともに申し込みが必要です。健康推進課（金屋庁舎）
までご連絡ください。定員に達し次第受付終了。
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６
月
２
日
（
日
）
〜
６
月
８
日
（
土
）

の
期
間
、
危
険
物
安
全
週
間
が
実
施
さ
れ

ま
す
。

ガ
ソ
リ
ン
・
灯
油
・
塗
料
な
ど
を
は
じ

め
と
す
る
危
険
物
は
、
事
業
所
な
ど
で
幅

広
く
利
用
さ
れ
る
と
と
も
に
、
私
た
ち
の

生
活
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
と
な
っ

て
お
り
、
そ
の
保
安
に
対
す
る
重
要
性
は

ま
す
ま
す
増
大
し
て
い
ま
す
。

消
防
署
で
は
、
６
月
中
に
ガ
ソ
リ
ン
ス

タ
ン
ド
や
危
険
物
を
取
り
扱
う
事
業
所
に

対
し
立
ち
入
り
検
査
を
実
施
し
、
自
主
保

安
体
制
の
確
立
を
積
極
的
に
呼
び
か
け
る

と
と
も
に
、
危
険
物
に
対
す
る
意
識
の
高

揚
と
啓
発
を
推
進
し
ま
す
。

化
な
ど
に
よ
り
、
火
災
が
発
生
し
た
と

き
に
作
動
し
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

熱
中
症
を
知
っ
て
、
し
っ
か
り
と
予
防

し
、
楽
し
い
夏
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

●
熱
中
症
と
は

温
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、
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、
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で
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、
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を
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が
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の
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で
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を
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、
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掲
載
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た
ご
み
分
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早
見
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で
す
。

ま
た
、
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な
ま
ち
に
向
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て
の
取
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組
み
「
有
田
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エ
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プ
ロ
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ェ
ク
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」
を

紹
介
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て
い
ま
す
。
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の
皆
さ
ま
の
徹

底
し
た
ご
み
分
別
で
資
源
ご
み
が
き
ち
ん

と
分
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れ
、
マ
イ
ナ
ス
入
札
に
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、
町
営
二
川
小
水
力
発
電
所

が
年
間
５
０
０
０
万
円
の
売
電
収
入
を
得

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
エ
コ
な
取
り
組
み

か
ら
得
た
資
金
を
積
み
立
て
た
基
金
か

ら
、
太
陽
光
や
太
陽
熱
の
補
助
金
制
度
が

で
き
ま
し
た
。
ま
た
コ
ン
ポ
ス
ト
容
器
の

無
償
貸
与
も
行
っ
て
お
り
、
有
田
川
町
で

は
エ
コ
な
取
り
組
み
が
さ
ら
な
る
エ
コ
の

取
り
組
み
へ
と
つ
な
が
る
循
環
型
社
会
の

構
築
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

ス
マ
ホ
や
パ
ソ
コ
ン
で

ご
み
の
分
別

家
庭
ご
み
総
合
案
内
に
ご
み
分
別
早
見

表
が
あ
り
ま
す
が
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や

パ
ソ
コ
ン
を
使
い
、
ご
み
の
分
別
方
法
が

確
認
で
き
る
、「
ご
み
出
し
ナ
ビ
」
を
公

開
し
て
い
ま
す
。「
ご
み
出
し
ナ
ビ
」
は

有
田
川
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
く
ら
し
・

行
政
サ
イ
ト
」
で
確
認
い
た
だ
け
ま
す
。

不
明
な
点
は
環
境
衛
生
課
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

有田川町の家庭から出る燃えるごみや燃えないご
みは環境センターで処理されており、その運営費の
一部を分担金として支払っています。分担金はごみ
搬入量と人口に基づいて計算され、10 キログラム当
たり約 280 円かかることになります。

犬
や
猫
の
無
秩
序
な
繁
殖
を
抑
制
し
、

適
正
な
飼
育
管
理
を
目
的
と
し
て
、
飼
い

犬
・
飼
い
猫
の
去
勢
・
避
妊
手
術
に
要
す

る
費
用
に
つ
い
て
、
補
助
金
を
交
付
し
ま

す
。補

助
制
度
を
利
用
す
る
場
合
は
、
事
前

に
申
請
が
必
要
で
す
。
補
助
金
交
付
申
請

書
を
環
境
衛
生
課
（
吉
備
庁
舎
）
ま
た
は

清
水
行
政
局
建
設
環
境
室
へ
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
申
請
の
受
け
付
け
は
予
算
額
に

達
し
次
第
終
了
し
ま
す
。

●
対
象
者
／
町
内
に
住
所
を
有
し
、
町
内

で
犬
ま
た
は
猫
を
飼
う
方

●
補
助
額

・
犬
の
去
勢 

6
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0
0
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、
避
妊

8
0
0
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円

・
猫
の
去
勢
4
0
0
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円
、
避
妊

6
0
0
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円

※
１
年
度
に
つ
き
、
１
世
帯
当
た
り
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匹

ま
で
で
す
。

10
月
１
日
（
火
）
か
ら
、
し
尿
収
集
手

数
料
を
現
在
の
18
L
あ
た
り
1
8
2
円

（
消
費
税
別
）
か
ら
2
0
9
円
（
消
費
税

別
）
に
改
め
ま
す
。

し
尿
収
集
手
数
料
は
、
平
成
5
年

（
1
9
9
3
年
）
か
ら
26
年
間
改
定
し
て

い
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
間
の
し
尿
収
集

量
は
減
少
し
て
い
ま
す
が
、
物
価
や
人
件

費
な
ど
は
高
騰
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の

状
況
か
ら
、
し
尿
処
理
行
政
の
安
定
に
欠

か
せ
な
い
業
者
の
経
営
維
持
を
図
る
た

め
、
手
数
料
を
改
定
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

町
民
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

５
年
ぶ
り
に
家
庭
ご
み
総
合
案
内
を
改

定
し
、
各
世
帯
へ
お
配
り
し
ま
し
た
。
主

な
改
定
の
内
容
は
使
用
済
み
小
型
家
電
の

リ
サ
イ
ク
ル
や
、
今
ま
で
よ
り
も
品
目
を

有
田
川
町
環
境
衛
生
課
公
式
イ
ン
ス
タ

グ
ラ
ム
で
「
有
田
川
エ
コ
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
の
取
り
組
み
を
写
真
や
動
画
で
紹
介

し
て
い
ま
す
。
普
段
は
見
ら
れ
な
い
町
営

二
川
小
水
力
発
電
所
の
内
部
写
真
や
、
貼

り
付
い
て
し
ま
っ
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開
か
な
い
ご
み
袋
を
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単
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な
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、
内
容
盛
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。
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。
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で
「
有
田
川
エ
コ
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
の
取
り
組
み
を
写
真
や
動
画
で
紹
介

し
て
い
ま
す
。
普
段
は
見
ら
れ
な
い
町
営

二
川
小
水
力
発
電
所
の
内
部
写
真
や
、
貼

り
付
い
て
し
ま
っ
て
開
か
な
い
ご
み
袋
を

簡
単
に
開
く
動
画

な
ど
、
内
容
盛
り

だ
く
さ
ん
で
す
。

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ

い
。
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6 月 4日（火）
8:00 ～ 8:30　大谷公民館

特定・胃・大腸・胸部・前立腺・乳房

9:30 ～ 10:00　水尻公民館

特定・胃・大腸・胸部・前立腺・乳房

6 月 14 日（金）

8:00 ～ 8:30　久野原消防詰所

特定・胃・大腸・胸部・前立腺・乳房

9:30 ～ 10:00　安諦地区基幹集落センター

特定・胃・大腸・胸部・前立腺・乳房

6 月 16 日（日）

8:00 ～ 9:00　金屋文化保健センター

特定・胃・大腸・胸部・前立腺・乳房

6 月 24 日（月）

8:00 ～ 8:30　下湯川ふるさと村

特定・胃・大腸・胸部・前立腺

9:30 ～ 10:00　三田活性化センター

特定・胃・大腸・胸部・前立腺

6 月 30 日（日）

8:00 ～ 9:00　旧城山西小学校体育館

特定・胃・大腸・胸部・前立腺・乳房・子宮

6 月 5 日（水）・7月 3日（水）

■場所／金屋文化保健センター

6月 3日（月）清水保健センター

6 月 6 日（木）金屋文化保健センター

6 月 13 日（木）金屋文化保健センター

6 月 20 日（木）金屋文化保健センター

6 月 27 日（木）金屋文化保健センター

7 月 1 日（月）清水保健センター

7 月 4 日（木）金屋文化保健センター

4 カ月児健診［平成 31 年（2019 年）2月生まれ］

　6月 25 日（火）13:00 ～ 13:15

10 カ月児健診［平成 30 年（2018 年）7月生まれ］

　6月 04 日（火）12:30 ～ 12:45

1 歳 6 カ月児健診［平成 29 年（2017 年）10 月生まれ］

　6月 19 日（水）12:45 ～ 13:00

2 歳児健診［平成 29 年（2017 年）3月生まれ］

　6月 26 日（水）12:45 ～ 13:00

3 歳 6 カ月児健診［平成 27 年（2015 年）11 月生まれ］

　6月 12 日（水）12:45 ～ 13:00

■　場所／金屋文化保健センター

6月 3日（月）・7月 1日（月）

■場所／清水保健センター
実施時間

9:00～11:00

実施時間

9:00～
11:00

実施時間

9:00～11:00

健診の結果の見方が分からない方、結果説明会に参加
してみませんか？

①日時／6月18日（火）13:30～15:00（13:15～ 受け付け）
場所／金屋文化保健センター
内容／健診結果の見方説明、いきいき百歳体操体験
②日時／7月7日（日）13:30～15:00（13:15～ 受け付け）
場所／きび保健福祉センター
内容／健診結果の見方説明、野菜ソムリエによる「健
康長寿につながる食生活」についての講話

※①②ともに申し込みが必要です。健康推進課（金屋庁舎）
までご連絡ください。定員に達し次第受付終了。
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健康みちしるべ

6
月
４
日
か
ら
10
日
は
歯
と
口
の
健
康
週
間

歯
は
、
食
事
の
時
に
食
べ
物
を
細
か
く

嚙か

み
砕
き
消
化
し
や
す
く
す
る
だ
け
で
な

く
、
全
身
の
健
康
状
態
に
関
わ
る
た
く
さ

ん
の
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

歯
の
役
割

・
食
べ
物
を
嚙
み
砕
く

・
発
音
を
助
け
る

・
顔
の
形
を
整
え
る

・
体
の
姿
勢
や
バ
ラ
ン
ス
を
保
つ

・
表
情
を
つ
く
る

・
味
覚
を
豊
か
に
す
る

・
嚙
む
こ
と
で
脳
に
刺
激
を
与
え
る

な
ど
、
大
切
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

よ
く
嚙
む
こ
と
で
、
肥
満
予
防
や
胃
腸

の
働
き
を
良
く
す
る
・
脳
に
刺
激
を
与
え

る
な
ど
、
全
身
の
健
康
を
保
つ
た
め
に
歯

の
健
康
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

歯
の
本
数

成
人
の
歯
は
「
親
知
ら
ず
」
と
呼
ば
れ

る
第
3
大
臼
歯
4
本
を
加
え
る
と
32
本
に

な
り
ま
す
。
最
近
で
は
、
親
知
ら
ず
は
生

え
な
い
人
も
多
い
よ
う
で
す
。
乳
歯
は
全

て
生
え
揃
う
と
20
本
に
な
り
ま
す
。

歯
を
失
う
2
大
原
因
は

歯
周
病
と
む
し
歯
　

歯
周
病
と
は
、
歯
の
周
り
の
歯
周
組
織

に
炎
症
が
起
こ
る
病
気
の
総
称
で
す
。
炎

症
が
歯
肉
だ
け
に
留
ま
っ
て
い
る
状
態
を

「
歯
肉
炎
」、
炎
症
が
歯
槽
骨
や
歯
根
膜
に

ま
で
広
が
っ
て
い
る
状
態
を
「
歯
周
炎
」

と
い
い
ま
す
。
歯
周
病
は
サ
イ
レ
ン
ト

デ
ィ
ジ
ー
ズ
（
静
か
な
病
気
）
と
言
わ
れ

て
お
り
、
気
づ
い
た
時
に
は
か
な
り
進
行

し
て
い
る
こ
と
が
多
い
で
す
。

む
し
歯
は
、
口
の
中
に
あ
る
ミ
ュ
ー
タ

ン
ス
菌
と
い
う
細
菌
に
よ
っ
て
歯
が
溶
か

さ
れ
て
い
く
病
気
で
す
。

一
生
、
自
分
の
歯
で
お
い
し
く
食
べ
る

た
め
に
は
、
歯
を
1
本
で
も
多
く
健
康
に

保
つ
こ
と
が
大
切
で
す
。

セ
ル
フ
ケ
ア

・
歯
ブ
ラ
シ
で
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
を
し
て
い

る
人
は
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
し
っ
か

り
磨
い
て
い
る
つ
も
り
で
も
、
磨
き
残

し
が
あ
り
ま
す
。
歯
垢
の
た
ま
り
や
す

い
所
は
、
歯
と
歯
の
間
、
歯
と
歯
ぐ
き

の
境
目
、
奥
歯
の
嚙
み
合
わ
せ
の
部
分

で
す
。

・
せ
っ
か
く
歯
を
磨
い
て
も
、
古
く
な
っ

た
歯
ブ
ラ
シ
で
は
歯
垢
を
し
っ
か
り
落

と
せ
ま
せ
ん
。
歯
ブ
ラ
シ
の
交
換
時
期

は
磨
き
方
や
磨
く
頻
度
に
よ
る
が
、
1

カ
月
を
目
安
に
交
換
す
る
方
が
良
い
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

・
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
に
加
え
て
、
フ
ロ
ス
や

歯
間
ブ
ラ
シ
を
使
う
と
歯
垢
の
除
去
率

が
高
く
な
り
ま
す
。

歯
周
疾
患
検
診
の
受
診
を

対
象
年
齢
に
な
る
方
は
、
歯
周
疾
患
検

診
を
無
料
で
受
診
で
き
ま
す
。

●
対
象
年
齢
／
今
年
度
40
歳
・
50
歳
・
60

歳
・
70
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
る
方
（
対

象
に
な
る
方
に
は
、
対
象
年
齢
の
誕
生

日
を
迎
え
た
月
の
翌
月
に
受
診
券
を
送

付
し
ま
す
）

●
費
用
／
無
料

※
検
診
以
外
の
治
療
や
投
薬
に
必
要
と

な
っ
た
費
用
は
自
己
負
担

受
診
で
き
る
医
療
機
関
は
、
和
歌
山
県

歯
科
医
師
会
に
加
盟
し
て
い
る
歯
科
医
院

で
す
。
詳
し
く
は
歯
科
医
院
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

セ
ル
フ
ケ
ア
と
歯
科
医
院
で
の
定
期
的

な
検
診
で
健
康
な
歯
を
保
ち
ま
し
ょ
う
。

金
屋
庁
舎
健
康
推
進
課

清
水
行
政
局
住
民
福
祉
室

開設日時など

子育て悩み事相談 月曜日（要予約） 8時 30 分～ 17 時 15 分

子育て相談・ほっとルーム 
＆お外遊び 火曜日～木曜日 9時～ 11 時・13 時 30 分～ 16 時 30 分

あそびのひろば
●第 1・第 3金曜日／ 0～ 1歳半 
●第 2・第 4金曜日／ 1歳半～就学前 
※第 5金曜日はお休みです

10 時～ 11 時 30 分（9時 30 分受け付け開始） 

14 時～ 15 時（13 時 30 分受け付け開始）

「たまてばこ」さんの 
絵本の読み聞かせ

奇数月の第 1金曜日（午前の「あそびのひろば」）／ 0～ 1歳半
偶数月の第 2金曜日（午前の「あそびのひろば」）／ 1歳半～就学前

にこにこひろば 
（1歳半～）

●第 4水曜日（6月 26 日）10 時～ 11 時 
　※ 9時 30 分受け付け開始　※受け付け後、10 時まで自由遊び 
●内容／スタンプ遊び（汚れてもいい服装で来てね） 
●場所／金屋文化保健センター

●場所（にこにこひろば以外）／子育て支援センター（旧きび中央保育所）
　☎ 090-7966-7697・52-5474（ファクス兼用）

　ほっとルームでは自由に遊んでおしゃ
べりできる場所を、あそびのひろばでは楽
しいあそびを用意してお待ちしています。
　一緒に子育てを楽しみましょう！

食事は楽しく！
幸せな記憶が心に刻まれます

4

問

ちいさな駅美術館～ Ponte del Sogno ～

「もったいないばあさん　
かわをゆく」原画展
6/ 1（土）～ 6/30（日）
※最終日は 15:00 で終了
※ 6月 13 日（木）は臨時休館日

真珠まりこさんのおはなし会
日時／ 6月 8日（土）14:00 ～ 15:00
場所／ちいさな駅美術館
対象／幼児～小学生
定員／親子 50 組（先着順）
申し込み／ちいさな駅美術館で受け付け中

※定員になり次第受け付け終了
※電話申し込み可（☎ 52-2580）

真珠まりこさんと一緒に作ろう！
自分だけの水族館♪
日時／ 6月 9日（日）10:00 ～ 11:30
場所／金屋図書館
対象／ 3歳児～小学生低学年
定員／親子 20 組（先着順）
申し込み／金屋図書館で受け付け中

※定員になり次第受け付け終了
※電話申し込み可（☎ 32-5789）

6 月のイベント
■おはなしマラソン
①日時／6月 8日（土）10:30～（約30分間）
場所／金屋図書館

②日時／ 6月 1日（土）、15 日（土）
いずれも 10:30 ～（約 30 分間）

場所／ちいさな駅美術館
■おひざでだっこのおはなし会
日時／ 6月 11 日（火）10:00 ～ 11:00
場所／金屋図書館

■しみずおはなし会
日時／6月 22日（土）10：30～（約30分間）
場所／しみず図書室

申し込み不要
・参加費無料

6 月の移動図書館
6月 5日（水）　こころの医療センター　14:10～ 14:30
6月 7日（金）　八幡小学校　　　14:10～14:30
6月 7日（金）　西ケ峯小学校　　15:25～15:45
6月 12日（水）　安諦小学校　　　12:40～13:00
6月 13日（木）　鳥屋城小学校　　13:00～13:30
6月 18日（火）　小川小学校　　　13:00～13:30
6月 19日（水）　こころの医療センター　14:10～ 14:30
6月 21日（金）　石垣小学校　　　13:00～13:30
6月 21日（金）　西ケ峯小学校　　15:25～15:45

新着図書案内
■一般書
大統領に次ぐ　…………………　永瀬隼介／著
山海記　…………………………　佐伯一麦／著
方丈の孤月　………………………　梓澤要／著
鬼憑き十兵衛　…………………　大塚己愛／著
カゲロボ　…………………………　木皿泉／著
肖像彫刻家　……………………　篠田節子／著
落花　……………………………　澤田瞳子／著
崩壊の森　………………………　本城雅人／著
呪護　………………………………　今野敏／著
隠居すごろく　…………………　西條奈加／著
マリコを止めるな！　…………　林真理子／著
家族終了　………………………　酒井順子／著

■児童書
いまのわたしにできること　…　リサ・パップ／作
嵐をしずめたネコの歌　…　アントニア・バーバー／作
ガムじいさん、ゴブリンの王さまになる！？　…　アンディ・スタントン／作
どうぶつたちのうた　…　中新井純子／絵　二宮 由紀子／文
あるくくま　…　祖敷大輔／絵 谷川 俊太郎／文 
みんなのおばけずかん　…………　斉藤洋／作
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おたっしゃさ～ん！
～これからも現役！いつまでも現役！～

さわやかサークル（脳の健康教室）に
参加しませんか？

小川上野「若葉会」

4

「
み
ん
な
違
っ
て
、
み
ん
な
い
い
」
で
す
。

人
権
機
関
有
田
川
委
員
　
久
保
好
美

6
月
20
日
（
木
）、
人
権
特
設
相
談
所

を
開
設
し
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
、
秘
密

は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

●
場
所
／
清
水
会
館

●
時
間
／
13
時
〜
16
時

小
学
校
・
中
学
校
の
全
て
の
児
童
・
生

徒
に
レ
タ
ー
用
紙
を
お
配
り
し
ま
す
。

学
校
に
も
備
え
付
け
て
い
る
の
で
、

困
っ
た
こ
と
、
悩
ん
で
い
る
こ
と
を
書
い

て
送
っ
て
く
だ
さ
い
。

一
人
で
悩
ま
ず
、
何
で
も
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
／
和
歌
山
地
方
法
務
局
人

権
擁
護
課
　
☎
０
７
３
‐
４
２
２
‐

５
１
３
１

4
月
24
日
（
水
）、
金
屋
文
化
保
健
セ

ン
タ
ー
で
平
成
31
年
度
（
2
0
1
9
年

度
）「
人
権
機
関
有
田
川
」
定
期
総
会
を

開
催
し
、
前
年
度
の
活
動
報
告
や
本
年
度

の
活
動
方
針
な
ど
の
確
認
を
行
い
ま
し

た
。総

会
終
了
後
に
は
、
人
権
機
関
有
田
川

委
員
研
修
を
行
な
い
ま
し
た
。

講
師
に
独
立
行
政
法
人 

国
立
高
等
専

門
学
校
機
構 

和
歌
山
工
業
高
等
専
門
学

校 

原
め
ぐ
み
先
生
を
お
招
き
し
、
ご
講

演
い
た
だ
き
ま
し
た
。
研
修
会
に
参
加
し

た
委
員
か
ら
、
感
想
を
い
た
だ
い
た
の
で

ご
紹
介
し
ま
す
。

「
国
際
人
権
の
視
点
か
ら
見
た
日
本
の

多
文
化
共
生
」
と
い
う
演
題
で
、
原
め
ぐ

み
先
生
の
講
演
を
聴
か
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

第
二
次
世
界
大
戦
後
、
平
和
で
安
全

な
国
際
社
会
構
築
の
た
め
、
昭
和
23
年

（
1
9
4
8
年
）
に
、
世
界
人
権
宣
言
が

制
定
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
中
に
、
人
種
・

性
別
・
国
籍
・
出
自
・
信
条
・
政
治
的
意

見
な
ど
の
理
由
に
よ
る
差
別
は
許
さ
れ
な

い
、
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

平
成
27
年
（
2
0
1
5
年
）
に
は
、

国
連
サ
ミ
ッ
ト
で
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持
続
可
能

な
開
発
目
標
）が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。「
Ｐ

Ｐ
Ａ
Ｐ
」
で
ヒ
ッ
ト
し
た
ピ
コ
太
郎
さ
ん

が
、
国
連
本
部
で
替
え
歌
を
披
露
し
た
と

い
う
ニ
ュ
ー
ス
を
見
ら
れ
た
方
も
い
ら
っ

し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
。

そ
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
17
の
目
標
（
①
貧
困

②
飢
餓
③
保
健
④
教
育
⑤
ジ
ェ
ン
ダ
ー
⑥

水
・
衛
生
⑦
エ
ネ
ル
ギ
ー
⑧
経
済
成
長
と

雇
用
⑨
イ
ン
フ
ラ
、
産
業
化
、
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
⑩
不
平
等
⑪
持
続
可
能
な
都
市
⑫

持
続
可
能
な
消
費
と
生
産
⑬
気
候
変
動
⑭

海
洋
資
源
⑮
陸
上
資
源
⑯
平
和
⑰
実
施
手

段
）
を
掲
げ
、
国
際
社
会
共
通
の
目
標
と

し
て
い
る
そ
う
で
す
。

和
歌
山
県
に
は
県
内
の
総
人
口
の
0
．

69
％
に
あ
た
る
約
6
5
0
0
人
の
外
国

人
の
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
の
こ
と
で

す
（
平
成
30
年
（
2
0
1
8
年
）
時
点
）。

日
本
に
来
ら
れ
た
理
由
も
留
学
・
研
修
・

労
働
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

わ
が
町
、
有
田
川
町
に
も
90
人
弱
の
外

国
か
ら
の
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
り
、
生
活
さ

れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。
そ
の
3
分

の
1
が
ベ
ト
ナ
ム
人
、
つ
い
で
中
国
人
、

韓
国
人
と
の
こ
と
で
す
。

今
年
、
入
管
法
が
改
正
さ
れ
、
外
国
人

材
の
受
け
入
れ
が
拡
大
さ
れ
、
ま
た
来
年

に
は
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
競
技
大
会
が
開
催
さ
れ
る
こ
と

で
、
外
国
の
方
と
接
す
る
機
会
が
ま
す
ま

す
増
え
る
と
思
い
ま
す
。
同
じ
日
本
国
内

で
も
、
地
域
が
違
え
ば
、
習
慣
も
文
化
も

変
わ
り
ま
す
。そ
れ
が
世
界
と
も
な
れ
ば
、

習
慣
や
文
化
が
違
っ
て
当
た
り
前
だ
と
思

い
ま
せ
ん
か
？

日
本
の
当
た
り
前
を
押
し
付
け
る
こ
と

な
く
、
ま
た
外
国
の
方
を
一
く
く
り
に
す

る
の
で
は
な
く
、
一
人
一
人
に
人
格
が
あ

る
こ
と
を
心
に
と
め
、
過
去
の
歴
史
的
経

緯
に
よ
る
偏
見
や
誤
解
、
差
別
を
い
つ
ま

で
も
引
き
ず
る
の
で
は
な
く
、
言
語
や
宗

教
、
文
化
、
慣
習
の
違
い
を
理
解
し
、
尊

重
し
あ
い
、
お
互
い
の
人
権
に
配
慮
し
た

行
動
を
と
り
、
同
じ
地
域
で
と
も
に
暮
ら

す
仲
間
、同
じ
会
社
で
働
く
仲
間
と
し
て
、

豊
か
で
安
心
し
て
共
生
で
き
る
地
域
・
社

会
が
で
き
た
ら
と
思
い
ま
す
。
私
も
外
国

に
行
け
ば
、
外
国
人
で
す
。
言
葉
が
通
じ

ず
地
理
も
分
か
ら
ず
困
っ
て
い
る
時
に
、

優
し
く
声
を
掛
け
て
く
れ
た
ら
、
と
て
も

嬉
し
い
と
思
い
ま
す
。
外
国
か
ら
来
て
く

だ
さ
っ
て
い
る
方
も
、
そ
ん
な
気
持
ち
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
？
少
々
、
言
葉
が
通

じ
な
く
と
も
、
笑
顔
で
接
す
る
だ
け
で
、

支
え
に
な
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
み
ん

な
、
同
じ
地
球
人
で
す
。

最
後
に
、
グ
ル
ー
プ
に
な
っ
て
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
、
皆
の
前
で
発
表
し
ま

し
た
。
同
じ
課
題
で
も
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
取
り
方
、
生
活
支
援
の
サ
ポ
ー

ト
な
ど
、
色
ん
な
意
見
が
出
ま
し
た
。
答

え
は
一
つ
で
は
な
い
の
で
す
。
改
め
て
、

4



{

◆
◆
◆

6
月
の
行
政
相
談

●
6
月
13
日（
木
）

・
二
川
高
齢
者
福
祉
セ
ン
タ
ー13

時
〜
16
時

●
6
月
20
日（
木
）

・
五
郷
地
区
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー

14
時
〜
16
時
30
分

問
清
水
行
政
局
総
務
政
策
室

移
動
県
民
相
談

●
日
時
／
６
月
18
日（
火
）

●
場
所
／
有
田
振
興
局（
湯
浅
町
湯
浅

2
3
5
5
‐
1
）

●
内
容
／
弁
護
士
と
県
民
相
談
員
に
よ
る

法
律
相
談
・
行
政
相
談
・
そ
の
他
一
般

相
談

●
予
約
受
け
付
け

／
6
月
4
日（
火
）
〜

／
有
田
振
興
局
総

務
県
民
課
へ
電
話
予
約（
☎
６
４
‐

１
２
５
７
）

※
先
着
9
人

和
歌
山
県
県
民
生
活
課
県
民
相
談
室
　

☎
０
７
３
‐
４
４
１
‐
２
３
５
６

◆
◆
◆

前
向
き
子
育
て
（
ト
リ
プ
ル
P
）

講
演
会

日
々
子
育
て
に
戸
惑
う
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
か
？
ト
リ
プ
ル
P
（
前
向
き
子
育

て
）
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
発
祥
で
現
在
25

カ
国
以
上
で
実
施
さ
れ
て
い
る
プ
ロ
グ
ラ

ム
で
す
。
親
が
子
ど
も
の
問
題
を
ど
の
よ

う
に
見
て
い
る
の
か
や
、
問
題
を
解
決
す

る
た
め
に
ど
の
よ
う
に
関
わ
れ
ば
よ
い
の

か
を
知
り
、
自
尊
心
を
育
む
た
め
の
子
育

て
方
法
を
聴
い
て
参
考
に
し
ま
せ
ん
か
。

子
ど
も
と
一
緒
に
参
加
可
能
で
す
。

●
日
時
／
7
月
8
日
（
月
）
10
時
〜
11
時

30
分

●
場
所
／
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

●
対
象
／
町
内
在
住
で
子
育
て
中
の
保
護

者
（
父
母
・
祖
父
母
・
養
育
者
）

●
定
員
／
30
人
（
先
着
順
）

※
参
加
無
料

●
申
し
込
み

・
受
付
期
間
／
6
月
17
日
（
月
）
〜

・
受
け
付
け
方
法
・
場
所
／
健
康
推
進
課

へ
来
庁
ま
た
は
電
話

●
一
時
保
育
／
じ
っ
く
り
話
を
聴
き
た
い

方
は
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
内
の
一

時
保
育
の
利
用
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

一
時
保
育
の
利
用
に
は
、
事
前
に
登
録

と
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
９
０
‐
７
９
６
６

‐
１
６
９
７
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
健
康
推
進
課
（
金
屋
庁
舎
）

児
童
手
当
現
況
届

こ
の
届
け
出
は
、
児
童
手
当
を
受
け
て

い
る
方
の
前
年
の
所
得
状
況
と
6
月
1
日

現
在
に
お
け
る
児
童
の
養
育
状
況
を
把
握

し
、
引
き
続
き
受
給
要
件
が
あ
る
か
ど
う

か
を
確
認
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

届
け
出
を
忘
れ
る
と
、
手
当
が
受
け
ら

れ
な
く
な
り
ま
す
。
記
載
事
項
・
添
付
書

類
な
ど
を
ご
確
認
の
う
え
、
6
月
28
日

（
金
）
ま
で
に
お
届
け
く
だ
さ
い
。

受
給
者
の
方
に
は
案
内
文
書
と
現
況
届

を
送
付
し
ま
す
。
公
務
員
の
方
は
、
勤
務

先
で
の
手
続
き
と
な
り
ま
す
。

●
必
要
な
も
の

や
す
ら
ぎ
福
祉
課
（
金
屋
庁
舎
）

4



・
7

／
槽
人

53
万

0
0
0
8

円

・
8

／
上
以
槽
人

71
万

0
0
0
2

円

●

件
要
給
受
金
助
補

こ
る
い
て
し
録
登
民
住
に
町
川
田
有
・

る
す
住
居
に
後
了
完
事
工
は
た
ま
、
と

と
こ
る
あ
で
者

住
用
併
舗
店
（
と
こ
る
あ
で
宅
住
人
個
・

）
む
含
り
よ
に
件
条
は
宅

・

月
３）
年
０
２
０
２
（年
２
和
令

31

）
火
（日

に
金
助
補
、
し
了
完
を
事
工
置
設
に
で
ま

と
こ
る
き
で
出
提
を
類
書
要
必
る
係

と
こ
る
い
て
し
納
完
を
税
町
各
・

課
道
水
下

を
理
管
に
正
適
は
槽
化
浄

の
目
項
３
の
次
、
は
に
者
理
管
槽
化
浄

い
て
れ
ら
け
付
務
義
で
律
法
が
理
管
持
維

浄
、
め
た
る
守
を
境
環
水
な
切
大
。
す
ま●

第
法
槽
化
浄
（
検
点
守
保

10

）
条

に
め
た
る
せ
さ
揮
発
を
能
機
の
槽
化
浄

・
給
補
の
剤
薬
、
整
調
や
検
点
に
的
期
定
、
は

な
ば
れ
け
な
け
受
を
検
点
守
保
の
ど
な
理
修

受
を
録
登
の
県
、
は
検
点
守
保
。
ん
せ
ま
り●

第
法
槽
化
浄
（
掃
清

10

）
条

を
掃
清
の
上
以
回
１
年
毎
、
は
槽
化
浄

、
は
掃
清
。
ん
せ
ま
り
な
ば
れ
け
な
わ
行

で
者
業
掃
清
槽
化
浄
た
け
受
を
可
許
の
町

●

法
槽
化
浄
（）
査
検
質
水
（
査
検
定
法

第
・
条
７
第

11

）
条

後
始
開
用
使
、
は
槽
化
浄

3

経
を
月
カ

ら
か
日
た
し
過

5

に
内
以
月
カ

1

そ
、
回

年
は
後
の

1

け
受
を
査
検
期
定
の
質
水
の
回

検
た
し
定
指
が
県
。
ん
せ
ま
り
な
ば
れ
け
な

質
水
県
山
歌
和
人
法
団
社
益
公
（
関
機
査

 

‐
３
６
☎。

い
さ
だ
く
て
け
受
で
）
１
６
１
６

課
道
水
下◆

◆
◆

集
募
者
加
参●

）
部
の
庭
家
（
件
条
加
参

外
の
地
敷
／

し
に
う
よ
る
き
で
賞
観
を
壇
花
ら
か
部

て
し
有
占
を
ど
な
路
道
（
と
こ
る
い
て

）
外
象
対
は
の
も
る
い

場
職
・
域
地
「」
部
の
校
学
「、
他
の
そ
※

。
す
ま
り
あ
が
」
部
の

●

法
方
募
応

項
事
要
必
に
書
請
申
加
参
／

さ
だ
く
て
し
付
添
を
真
写
、
し
入
記
を

。
い

●

日
切
締
募
応

月
７
／

31

着
必
）
水
（
日

●

他
の
そ

歌
和
は
細
詳
・
書
込
申
加
参
／

。
い
さ
だ
く
せ
わ
合
い
問
お
、
か

課
活
生
民
県
庁
県
山
歌
和

　

３
７
０
☎

８
９
５
２
‐
１
４
４
‐

献 

血

◆
◆
◆

6

血
献
の
月

●
6
月
23

）
日
（
日

10

12

・
時

13

16
時

●
6
月
26

）
水
（
日

／
）
株
（
ム
コ
イ
ア
山
歌
和
・

10

12

・
時

13

14
時
30
分

・
J
A

／
所
支
屋
金
だ
り
あ

15
時
30
分

16
時
30
分

）
舎
庁
屋
金
（
課
進
推
康
健◆

◆
◆

金
助
補
置
設
槽
化
浄
理
処
併
合

質
水
の
域
水
用
共
公
る
よ
に
水
排
活
生

槽
化
浄
理
処
併
合
、
め
た
る
す
止
防
を
濁
汚

。
す
ま
し
付
交
を
金
助
補
に
方
る
す
置
設
を●

域
区
象
対
助
補

計
業
事
道
水
下
共
公
／

を
区
地
備
整
水
排
落
集
業
農
と
域
地
画

域
区
く
除

●

間
期
付
受
請
申

／
11
月
15

で
ま
）
金
（
日

る
す
手
着
に
事
工
置
設
の
槽
化
浄
ず
必
※

。
い
さ
だ
く
て
し
請
申
に
前

。
す
ま
し
付
交
を
金
助
補
で
内
囲
範
の
算
予
※

。
了
終
け
付
け
受
第
次
り
な
く
な
が
算
予

●

額
限
上
助
補

・
5

／
槽
人

43
万

0
0
0
2

円

4

広告



集
募
員
職
税
税
国●

格
資
験
受

成
平
①
／

31

（
年

2
0
1
9

）
年

4
月
1

校
学
等
高
て
い
お
に
日

た
し
業
卒
を
校
学
育
教
等
中
は
た
ま

て
し
算
起
ら
か
日
翌
の
日

3

経
を
年和

令
び
よ
お
者
い
な
い
て
し
過

2
年

（

0
2
0
2

）
年

3

学
等
高
に
で
ま
月

る
す
業
卒
を
校
学
育
教
等
中
は
た
ま
校

者
の
み
込
見

　

げ
掲
に
①
が
院
事
人
②

者
る
め
認
と
る
ず
準
に
者
る

●

間
期
付
受
込
申

／
6
月
17

6
月
26

﹈
効
有
信
受
﹇）
水
（
日

●

法
方
み
込
し
申

（
み
込
し
申
の
で
ト

http://w
w
w
.

jinji-shiken.go.jp/juken.htm
l

）

●

日
験
試

第
／

1

験
試
次

　
9
月
1
日

第、
）
日
（

2

験
試
次

　
10
月
9

）
水
（
日

10
月
18

第
、
ち
う
の
）
金
（
日

1
次

時
日
る
す
定
指
で
書
知
通
格
合
験
試

●

日
表
発
者
格
合

第
／

1

者
格
合
験
試
次

日
表
発

　
10
月
3

合
終
最
、）
木
（
日

日
表
発
者
格

　
11
月
12

）
火
（
日

●

他
の
そ

国
、
は
報
情
る
す
関
に
用
採
／

http://w
w
w
.

nta.go.jp

も
に
」
内
案
用
採
「、
内
）

。
す
ま
し
載
掲

）
係
験
試
（
課
二
第
事
人
局
税
国
阪
大

　

１
３
３
５
‐
１
４
９
６
‐
６
０
☎

　

署
務
税
浅
湯

　

１
５
３
５
‐
３
６
☎

団地名 所在地 戸数 月額家賃 備　考

徳田 徳田 1276 番地 3 1 戸 1万 0,600 円～ 2万 0,900 円
※きび住宅
昭和 49年（1974 年）建築、簡易耐火 2階建て
3DK・浴室・トイレ、床面積 52.9㎡

川合 川合 248 番地 2 1戸 1万 2,500 円～ 2万 4,600 円 平成 3年（1991 年）建築、木造 2階建て
3DK・浴室・トイレ、床面積 67.9㎡

楠本 楠本 417 番地 1戸 1万 2,000 円～ 2万 3,600 円 平成元年（1989 年）建築、木造 2階建て
3DK・浴室・トイレ、床面積 65.2㎡

小峠 清水 155 番地 1戸 1万 8,500 円～ 3万 6,400 円 平成 9年（1997 年）建築、木造 2階建て
3DK・浴室・トイレ、床面積 79.4㎡

清水 清水 366番地 1 1戸 1万 3,500 円～ 2万 6,500 円 昭和 57年（1982 年）建築、簡易耐火 2階建て
3DK・浴室・トイレ、床面積 63.3㎡

清水 清水 816番地 1 1戸 1万 7,200 円～ 3万 3,800 円 平成 6年（1994 年）建築、木造 2階建て
4DK・浴室・トイレ、床面積 79.3㎡

小原 清水 680 番地 1戸 1万 4,400 円～ 2万 3,400 円 昭和 63年（1988 年）建築、木造 2階建て
3DK・浴室・トイレ、床面積 71.8㎡

久野原 久野原 464 番地 1 1 戸 1万 6,700 円～ 3万 2,800 円 平成 6年（1994 年）建築、木造 2階建て
3DK・浴室・トイレ、床面積 78.1㎡

板尾 板尾 498 番地 2戸 0万 9,300 円～ 1万 8,300 円 昭和 60年（1985 年）建築、木造平屋建て
3DK・浴室・トイレ、床面積 54.4㎡

押手 押手 274番地 1 1戸 1万 6,000 円～ 3万 1,400 円 平成 7年（1995 年）建築、木造 2階建て
3DK・浴室・トイレ、床面積 74.8㎡

●申込受付期間／ 6月 18日（火）～ 6月 28日（金）　　※役場開庁日時に伴う
●申込受付場所／建設課（吉備庁舎）または清水行政局建設環境室、各出張所
●その他
・入居には、所得制限など一定の規定があります。　　・家賃は、入居者の所得によって決定します。
・応募者が募集戸数を超えた場合は、条例の規定により、入居者を決定します。
※きび住宅（吉備地域）は、有田川町に住所を有し（直近 6カ月）、かつ本人を含めて 2人以上の親族（婚
約者を含む）で入居できる方が対象です。
建設課・清水行政局建設環境室

集
募
者
居
入
宅
住
営
町
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各イベントなどの詳細は、
☎ 52-2111 にご連絡いただくか、
【　】内の担当までお問い合わせください。
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